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 新型コロナウイルスの緊急事態宣言は解除されましたが、春休みに入り「第４波」が来ないかと

心配している毎日です。 

 

 すべりやスキークラブの行事も中止が相次いでいますが、県スキー協の３月スキーツアーは、感

染症対策を徹底して無事開催することができました。すべりやスキークラブからは、河原、中岡大

の２名が参加しました。以下は参加者の河原さんのコメントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県スキー協３月ツア＝に大ちゃんと参加しました。ゲレンデは志賀。木曜日の午後発で翌日から日曜のお

昼過ぎまでたっぷり２日間雪上という贅沢なプランでした。２日目からはシュカブラの池口さん、ビュース

ターの岸裏さん夫妻の５人のメンバーで、ゲレンデも酒肴も限定なしツアとなり堪能、堪能。 

 河原は、シュテムの残滓に取り憑かれていると中岡指導員から指摘を受け、真っ当なパラレルを目指して

練習。片足斜滑降のレッスンでは、谷脚の方はまだそれなりに（自己評価）なるのだが、山脚はまったくで

きずにゲレンデ端までついてしまう始末。ほとんどできていない段階をご想像ください。いつか完成した滑

走を皆様にご披露するまで、乞うご期待。さらに先の OKターンも指導してもらっているので、何を目指し

て内エッジターンを獲得するのかがよく理解できました。練習は横手の中腹のなだらかなバーン。酒と北ア

ルプスの絶景だけでは、ツンドラタイガの原稿にならないと、クラブニュース仕立にしてみましたが、用語

やレッスンを正しく伝えられているのかは不明です。まあ、それもひっくるめて私の段階とご理解いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

 ひとまず、今号はここまで。 

 

ご報告 

 

中岡滉が、今シーズンの和歌山県国体予選に出

場し、何と国体に出場できることになりました。 

 しかし、残念ながら国体自体が中止になってし

まい、初出場の夢が儚く散ってしまいました。 

 来シーズンの国体出場を目指して、オフトレを

がんばります！ 

スキーシーズンはまだ終わっていない！ 

GWにスキーにいきたい方は、ぜひご一報

ください。 


